
　
　
コ
ロ
ナ
対
策
の
事
業
費
と
そ
の
財
源
は
。

　
　

特
別
定
額
給
付
金
事
業
を
は
じ
め
41

億
３
，７
１
０
万
円
で
あ
り
、
そ
の
財
源
と

し
て
国
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
な
ど
、
県

補
助
金
を
合
わ
せ
41
億
１
，６
１
１
万
４
千

円
が
交
付
さ
れ
、
一
般
財
源
は
１
，８
９
８

万
１
千
円
（
一
般
財
源
の
比
率
は
0
・
5
％
）

に
と
ど
ま
っ
た
。
本
市
は
、
陽
性
（
感
染
）

者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
対
策
に
要
す

る
経
費
の
ほ
と
ん
ど
を
国
県
補
助
金
で
賄
え

た
。
市
独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
長
崎

県
の
事
業
実
施
の
動
向
を
注
視
す
る
こ
と
に

よ
り
対
応
が
難
し
か
っ
た
。

委
員
会
の
意
見

　

現
在
も
コ
ロ
ナ
禍
で
経
営
が
厳
し
い
事
業

者
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
等
に
寄
り
添

っ
た
支
援
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

　
　

全
世
帯
に
配
布
さ
れ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
の
具

体
的
な
危
険
箇
所
を
確
認
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
。
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
た
運
用
が
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
洪
水
、
高
潮
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
関
す
る
事
業

総
合
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
事
業

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

（
仮
称
）
度
島
ふ
れ
あ
い
会
館
整
備

事
業

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
事
業

土
砂
災
害
や
浸
水
想
定
な
ど
、
法
令
で
定

め
ら
れ
た
項
目
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
法
令

外
の
地
域
の
細
か
な
危
険
箇
所
は
記
載
さ
れ

て
い
な
い
。

　
　

自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
運
営
方
法

を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
強
化
に
つ
い

て
は
、
平
戸
市
全
体
で
防
災
士
を
中
心
と
し

た
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
織
し
、
行
政
と

連
携
し
た
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
図
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
全
国
各
地
で
大

き
な
災
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

重
点
施
策
と
し
て
自
主
防
災
組
織
の
強
化

を
図
り
た
い
。

委
員
会
の
意
見

　

近
年
、
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
発

生
す
る
自
然
災
害
に
よ
り
、
想
定
外
の
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民

の
防
災
や
避
難
に
関
す
る
意
識
も
高
ま
っ
て

お
り
、
避
難
所
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

各
支
所
・
出
張
所
や
自
主
防
災
組
織
等
と

連
携
し
、
市
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
市

内
全
体
の
防
災
対
策
に
対
す
る
行
政
と
し
て

の
責
務
を
果
た
す
よ
う
強
く
要
請
し
た
。

　
　

地
域
の
要
望
を
受
け
、
青
少
年
の
健

全
育
成
、
公
民
館
や
市
の
窓
口
業
務
を
兼

ね
備
え
た
複
合
施
設
と
い
う
こ
と
で
整
備
さ

れ
た
が
、
施
設
の
外
構
に
関
し
て
は
未
整
備

と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
雨
天
時
な
ど

で
も
地
域
の
方
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
早
急
に
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

排
水
管
等
が
露
出
し
て
い
る
部
分
な
ど

外
構
整
備
が
で
き
て
い
な
い
現
状
を
把
握
し

て
お
り
、
令
和
４
年
度
に
は
整
備
を
進
め
た

い
。

委
員
会
の
意
見

　

現
在
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
平
戸

北
部
地
区
２
か
所
、
平
戸
南
部
地
区
１
か

所
、
田
平
地
区
３
か
所
、
生
月
地
区
１
か

所
の
計
７
か
所
で
開
設
さ
れ
て
い
る
。
一
方

で
、
平
戸
中
部
地
区
に
つ
い
て
は
、
保
護
者

が
開
設
を
望
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
保
護
者

の
代
表
の
方
と
の
意
見
交
換
や
開
設
に
向
け

た
検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、
設
置
場
所
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
未
だ
開
設
に
至
っ
て
い
な

い
現
状
で
あ
る
。
児
童
の
健
全
育
成
と
安
全

な
地
域
づ
く
り
、
公
平
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
意
味
で
も
、
課
題
を
整
理
し
早

急
に
開
設
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
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レポート委員長報告全文は

こちらをご覧ください。
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ご
み
の
排
出
量
に
つ
い
て
は
、
年
々
増

加
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
特
に
、
令
和
２

年
度
の
前
年
度
比
の
増
加
率
が
高
く
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
要
因
は
何
か
。
ま
た
今
後
、

ご
み
の
減
量
化
に
向
け
て
の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
う
外
出
自
粛
に

よ
り
在
宅
時
間
が
増
え
た
影
響
で
、
ご
み
の

排
出
量
も
増
加
し
た
と
考
え
て
い
る
。
ご
み

の
減
量
化
対
策
と
し
て
は
、
正
し
い
分
別
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
資
源
物
の
リ
サ
イ
ク

ル
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
資
源
物

拠
点
回
収
支
援
事
業
補
助
金
や
再
資
源
化

推
進
事
業
補
助

金
な
ど
の
活
用

を
促
進
し
な
が

ら
、
今
後
も
ご

み
減
量
化
の
推

進
と
市
民
へ
の

周
知
徹
底
に
努

め
た
い
。

委
員
会
の
意
見

　

機
構
集
積
支
援
事
業
は
、
農
地
の
利
用

状
況
を
調
査
し
、
耕
作
放
棄
地
を
解
消
す

る
た
め
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化

を
推
進
す
る
事
業
で
あ
る
が
、
荒
廃
農
地
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
山
間
地
域
で
狭
く
耕
作

し
づ
ら
い
た
め
、
担
い
手
に
な
る
農
家
は
い

な
い
状
況
に
あ
る
。
農
業
委
員
会
と
し
て
は
、

調
査
結
果
を
関
係
機
関
に
提
供
す
る
業
務

に
と
ど
ま
る
が
、
荒
廃
農
地
を
解
消
す
る
こ

と
を
目
的
に
こ
の
調
査
を
実
施
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
農
地
中
間
管
理
機
構
や
農
林
課
と

も
情
報
を
共
有
し
、
荒
廃
農
地
を
解
消
で

き
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

　
　

農
地
費
に
お
け
る
翌
年
度
繰
越
額
が

多
い
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
。

　
　
「
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
県
工
事
負

担
金
」
や
「
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備

事
業
」
の
繰
越
金
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
県

工
事
の
入
札
不
調
や
年
度
末
に
追
加
補
正
が

あ
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。
入
札
不
調
に

関
し
て
は
、
設
計
単
価
や
歩
掛
り
が
原
因
と

な
ら
な
い
よ
う
に
改
善
策
に
つ
い
て
、
九
州

農
政
局
に
要
望
し
て
い
る
。

委
員
会
の
意
見

　

特
に
、
た
め
池
工
事
で
は
入
札
不
調
等
の

理
由
に
よ
り
工
期
が
遅
れ
れ
ば
受
益
者
の
作

付
け
に
直
接
影
響
す
る
た
め
、
入
札
不
調
が

生
じ
な
い
よ
う
関
係
機
関
へ
強
く
働
き
か
け

る
よ
う
に
要
請
し
た
。

農
地
費
に
お
け
る
翌
年
度
繰
越
額

に
つ
い
て

北
松
北
部
環
境
組
合
管
理
運
営
事
業

機
構
集
積
支
援
事
業

　
　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
農
家
が
テ
レ
ビ
放
映
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
多
く
の
相
談
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
1
人
で
も
多
く
就
農
で

き
る
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
か
。

　
　

希
望
者
か
ら
の
就
農
相
談
に
つ
い
て
は

慎
重
に
対
応
し
た
結
果
、
本
市
へ
の
就
農
を

強
く
希
望
し
た
人
は
９
人
で
あ
っ
た
。
研
修

の
受
入
れ
体
制
に
つ
い
て
生
産
部
会
（
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
、
イ
チ
ゴ
）
と
も
協
議
し
た
が
、

指
導
農
家
の
確
保
な
ど
も
あ
り
受
入
れ
人

数
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
研
修
を
農

協
管
内
や
県
内
で
も
で
き
な
い
か
検
討
を
行

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
は
、
農
業
就
業

者
人
口
が
減
少
し
て
い
る
な
か
、
１
人
で
も

多
く
担
い
手
と
な
る
新
規
就
農
者
を
育
成
で

き
る
よ
う
、
長
崎
県
、
農
協
と
連
携
し
、

よ
り
良
い
受
入
れ
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た

い
。
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産
地
を
支
え
る
人
材
確
保
推
進
事
業
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